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は じ め に 

 

 福井県および日本原子力発電株式会社、関西電力株式会社、独立行政法

人日本原子力研究開発機構は、福井県環境放射能測定技術会議が定めた

「原子力発電所周辺の環境放射能調査（計画書）」に基づき、原子力発電

所周辺の環境放射線監視を実施しています。 

 平成２５年７月から９月までの第２四半期の監視結果を、 平成２５年

１２月に開催された第２２４回福井県環境放射能測定技術会議において

詳細に検討しました。 

 本報告書はこれら検討結果をとりまとめたものです。 
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１ 調査結果 

福井県環境放射能測定技術会議は、第 224 回定例会議において、「平成 25 年度調査

計画（ＦＥＲＣ第 45 巻６号）」に基づく平成 25 年 7 月～9 月期の調査結果について、

詳細な検討を行った。 

今期の調査件数は、次のとおりである。 
 

 線量率連続測定  97地点 積算線量測定  123地点 

 浮遊じん放射能の連続測定  11地点  環境試料  293試料 

 

調査結果を要約すれば、下記のとおりである。 
 
 

① 線量率連続測定および積算線量測定：  

 ・線量率連続測定の調査地点について、今年度から26地点増やし、計97地点に強化した。 

・県内発電所からの放射性物質の放出に起因する線量上昇は観測されなかった。 

        （第１表(p.32～p.36)、第２表(p.37～p.41)、第３表(p.46～p.49)参照） 

 

② 浮遊じん放射能の連続測定：  

  ・いずれも天然放射能のレベルであった。 

   （第４表(p.52～p.53)参照） 

③ 環境試料の放射能測定： 

・海産食品の一部試料から福島第一原子力発電所事故の影響と考えられるセシウム-134が

検出された。また、上記試料に加えて、陸土、指標植物、海水、海底土および指標海産

生物の一部試料からセシウム-137が検出されたが、いずれも環境安全上問題となるレベ

ルに比べはるかに低い濃度であった。これらのセシウム-137は県内の原子力発電所に起

因するものではなく、過去の核実験フォールアウトが主要因であり、福島第一原子力発

電所事故等の影響が加わっていると考えられる。 

                   （第５表(p. 54）～第１６表(p. 66)参照） 

・大気中水分、雨水および海水から発電所の通常の放射性廃棄物管理放出に伴うトリチ

ウムが検出されたが、いずれも環境安全上問題となるレベルと比べ、はるかに低い濃

度であった。 

                    （第１７表(p.68)～第２０表(p.72)参照） 

 

 したがって、今期の調査結果において、県内原子力発電所の運転による環境安全上の

問題となる影響は認められなかった。 

 以下に、今期の測定結果の概要を測定項目毎に述べる。 
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２ 測定結果の概要 

（１）空間線量 

① テレメータシステムによる線量率連続測定 

県および事業者が 97 地点で行っているテレメータシステムによる線量率の常時監

視結果では、表－１に示したように、[平均値＋標準偏差（σ）の３倍］（p. 27(1)

参照）を超える線量率が観測されているが、いずれも降雨によるものであり、県内発

電所からの放射性物質の放出に起因する線量率上昇はなかった。 

図－１に今期の線量率連続測定結果を示す。図には各測定地点の 1 時間値をもとに

算出した３ケ月間の平均値、最高値、最低値を示した。 

（第１表（p.32～p.36）、第２表（p.37～p.41）参照） 
 

         表－１ 「平均値＋３σ」を超えた原因とその時間 

エリア 地区 (地点数) 降 雨 降雨以外 発電所 

敦賀・白木

・美浜 

敦賀     (22)  5～25 0 0 

白木     ( 7) 12～24 0 0 

美浜     (13) 11～26 0 0 

広域監視 (17)  7～25 0 0 

大飯・高浜 

大飯     (17) 10～23 0 0 

高浜     (15) 15～27 0 0 

広域監視  ( 6)  8～24 0 0 

注；①上記の評価は１時間値をもとに行った。 
  ②降雨の欄には、各地区で観測された月毎の時間数の最高と最低を示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

20

40

60

80

100

120

140

立
石
Ａ

浦
底
Ａ

敦
賀
Ａ

東
郷
Ａ

粟
野
Ａ

立
石
Ｂ

立
石
山
頂
Ｂ

ふ
げ
ん
北
Ｄ

ふ
げ
ん
西
Ｄ

猪
ヶ
池
Ｂ

水
試
裏
Ｂ

浦
底
Ｂ

色
ケ
浜
Ｂ

沓
Ｄ

赤
崎
Ｄ

五
幡
Ｂ

阿
曽
Ｄ

杉
津
Ｂ

大
良
Ａ

河
野
Ａ

板
取
Ａ

甲
楽
城
Ｂ

白
木
Ａ

白
木
峠
Ａ

白
木
Ⅰ
Ｄ

白
木
Ⅱ
Ｄ

白
木
Ⅲ
Ｄ

白
木
Ⅳ
Ｄ

松
ケ
崎
Ｄ

丹
生
Ａ

竹
波
Ａ

坂
尻
Ａ

久
々
子
Ａ

奥
浦
Ｃ

丹
生
Ｃ

丹
生
寮
Ｃ

竹
波
Ｃ

菅
浜
Ｃ

佐
田
Ｃ

郷
市
Ｃ

早
瀬
Ｃ

日
向
Ｃ

疋
田
Ａ

新
庄
Ｃ

神
子
Ａ

三
方
Ｃ

宇
津
尾
Ａ

湯
尾
Ａ

南
条
Ａ

古
木
Ａ

今
庄
Ｂ

白
山
Ａ

白
崎
Ａ

瓜
生
Ａ

今
立
Ａ

米
ノ
Ａ

織
田
Ａ

玉
川
Ａ

越
前
厨
Ｄ

nGy/h

広域監視地区

線
量
率

nGy/h

敦賀地区 白木地区 美浜地区

図－１ 空間線量率連続測定結果＜敦賀・白木・美浜エリア＞

最高値
平均値
最低値

- 2 -



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

② 積算線量 

今期の積算線量測定結果を「測定値の取り扱い(p.27(2)参照)」により評価した結果、

発電所の運転による線量上昇は観測されなかった。図－２に積算線量測定結果を示す。 

（第３表(p.46～p.49)参照） 

 

図－２ 積算線量測定結果＜敦賀・白木・美浜エリア＞（１） 
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図－２ 積算線量測定結果＜敦賀・白木・美浜エリア＞（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 積算線量測定結果＜大飯・高浜エリア＞（１） 
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図－２ 積算線量測定結果＜大飯・高浜エリア＞（２）および＜比較対照地区＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）浮遊じん放射能の連続測定 

今期の浮遊じん連続測定の結果、発電所由来の人工放射性核種を監視する指標の

ベータ／アルファ放射能濃度比では、県内発電所の運転に起因する変動は観測され

なかった。またベータおよびアルファ放射能濃度は、いずれも天然放射能のレベル

であった。（注１） 

（第４表(p.52～p.53)参照） 

 

（３）各種環境試料のゲルマニウム検出器による核種分析 

表－２－１および表－２－２（p.7～p.8）に今期検出された目的核種等（注２）

の試料毎の検出数と検出範囲を示す。人工放射性核種が検出された試料毎の結果を

以下に示す。 

 

①  陸土 

   全ての試料からセシウム-137 が検出されたが、その濃度は過去３ヶ年実績の

範囲内であり、過去の核実験フォールアウト等注３の影響であると考えられる。 

 

②  指標植物 

８月および９月に採取した一部の試料から、セシウム-137 が検出されたが、そ

の濃度は過去３ヶ年実績の範囲内であり、過去の核実験フォールアウト等注３の影

響と考えられる。 
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③  海水 

８月に採取した一部の試料からセシウム-137 が検出されたが、その濃度は過去

実績の範囲内であり、過去の核実験フォールアウト等注３の影響と考えられる。 

 

④  海底土 

７月および８月に採取した一部の試料からセシウム-137 が検出されたが、その

濃度は過去３ヶ年実績の範囲内であり、過去の核実験フォールアウト等注３の影響

と考えられる。 

 

⑤  海産食品 

９月に採取した一部の試料から、福島第一原子力発電所事故影響と考えられる

セシウム-134 が検出された。検出されたセシウム-134 濃度はこれまでの実績と

同レベルであった。また、上記試料に加えて､その他の試料の一部からセシウム-

137 が検出されたが、その濃度は過去３ヶ年実績の範囲内であり、過去の核実験

フォールアウト等注３の影響と考えられる。 

 

   ⑥ 指標海産生物 

９月に採取した一部の試料からセシウム-137 が検出されたが、その濃度は過去

３ヶ年実績の範囲内であり、過去の核実験フォールアウト等注３の影響と考えられ

る。 

 

          （第５表(p.54)～第１６表(p.66)、付録３(p.90)参照） 

 

(注１) ゲルマニウム半導体検出器による核種分析でも、発電所に由来する放射性核種は検出されなかった。 

(注２) 目的核種は試料によって異なる。詳細は調査方法(p.11～12)を参照。 

(注３) 過去の核実験フォールアウト等とは、過去の核実験フォールアウトに加え、チェルノブイリ事故や

福島第一原子力発電所事故の影響を含む。 

  

- 6 -



表－２－１ 目的核種等が検出された試料数と濃度範囲（陸上試料） 

（単位：浮遊じん(mBq/m3)、陸水(mBq/ℓ )、降下物(Bq/m2)、その他(Bq/kg)） 

      核種 

試料 

調査 

試料

数 

地区 

検出された試料数 検出濃度範囲 

Cs-137 Cs-134 Cs-137 Cs-134 

陸
上 

浮遊じん 48 

敦賀 0 0 

- - 

白木 0 0 

美浜 0 0 

大飯 0 0 

高浜 0 0 

対照 0 0 

陸水 13 

敦賀 0 0 

- - 

白木 0 0 

美浜 0 0 

大飯 0 0 

高浜 0 0 

対照 0 0 

陸土 6 

敦賀 2 0 

1.5～16 - 

白木 1 0 

美浜 1 0 

大飯 1 0 

高浜 1 0 

原乳 2 
美浜 0 0 

- - 対照 0 0 

指標植物 

（ﾖﾓｷﾞ） 
18 

敦賀 2 0 

ND～0.4 - 

白木 1 0 

美浜 2 0 

大飯 1 0 

高浜 1 0 

対照 1 0 

松葉 2 
敦賀 0 0 

- - 
白木 0 0 

降下物 33 

敦賀 0 0 

- - 

白木 0 0 

美浜 0 0 

大飯 0 0 

高浜 0 0 

対照 0 0 

ND または［－］は検出限界値未満。0.0 は 0.05 未満で検出限界値以上の測定値を示す。 

[／]は調査対象外であることを示す（以下の表－２－２～表－３についても同様）。 
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表－２－２ 目的核種等が検出された試料数と濃度範囲（海洋試料） 

（単位：海水(mBq/ℓ )、その他(Bq/kg)） 

      核種 

試料 

調査 

試料数 
地区 

検出された試料数 検出濃度範囲 

Cs-137 Cs-134 Cs-137 Cs-134 

海
洋 

海水 10 

敦賀 2 0 

ND～3.0 - 

白木 1 0 

美浜 1 0 

大飯 0 0 

高浜 0 0 

海底土 16 

敦賀 1 0 

ND～6.3 - 

白木 0 0 

美浜 1 0 

大飯 0 0 

高浜 3 0 

海産食品(魚類) 3 

敦賀 1 1 

0.0～0.2 ND～0.1 白木 1 0 

美浜 1 0 

海産食品(貝類) 11 

敦賀 0 0 

- - 

白木 0 0 

美浜 0 0 

大飯 0 0 

高浜 0 0 

指標海産生物 18 

敦賀 0 0 

ND～0.1 - 

白木 1 0 

美浜 1 0 

大飯 0 0 

高浜 1 0 

対照 0 0 
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（４）陸水、大気中水分、雨水、海水のトリチウム 

表－３にトリチウムの測定結果の要約を示す。各地区の陸水のトリチウムからは

いずれも発電所の影響は観測されなかった。 

大気中水分、雨水および海水から発電所の通常の放射性廃棄物管理放出に伴うト

リチウムが検出されたが、環境安全上問題となるレベルと比べ、はるかに低い濃度

であった。 

                     (第１７表(p.68)～第２０表(p.72)参照) 
 
 

                 表－３ 今期のトリチウム分析結果     （単位：Bq/ℓ ） 

地区･期間  

試料      

敦賀地区 白木地区 美浜地区 

今期 10～12 年度 今期 10～12 年度 今期 10～12 年度 

陸  水 0.7 ～ 1.1 0.6 ～ 1.1 ND ～ 0.8 ND ～ 1.5 0.9 ～ 1.2 0.8 ～ 1.4 

大気中水分 1.5 ～ 6.1 1.1 ～ 17 0.6 ～ 2.8 0.6 ～ 4.4 1.3 ～ 4.1 1.3 ～ 10 

雨  水  1.3  1.0 ～ 4.9 0.5 ～ 0.8 ND ～ 1.9 0.5 ～ 1.1* 0.7 ～ 3.4 

海  水 0.7 ～ 1.3 ND ～ 50 0.5 ～ 0.8 ND ～ 1.3 0.5 ～ 0.6 ND ～ 11 

                   

地区･期間  

試料      

大飯地区 高浜地区 対照地区 

今期 10～12 年度 今期 10～12 年度 今期 10～12 年度 

陸  水 0.6 ～ 0.7 ND ～ 1.0 0.7 ～ 0.9 ND ～ 1.1 0.5 ND ～ 0.6 

大気中水分 1.4 ～ 7.7 1.6 ～ 12 2.4 ～ 14 0.7 ～ 35  －  ND ～ 1.2 

雨  水 2.2 ～ 2.5* 1.2 ～ 7.7 0.9* ～ 3.5 0.6 ～ 7.8 0.7 ND ～ 0.9 

海  水 1.3 ～ 2.9 ND ～ 2.1 ND ～ 1.7 ND ～ 11 ／ ND ～ 0.6 

注：実績欄の値は、対象となる試料の過去３ヶ年全ての測定結果を地区毎に集計したものである。 

＊：ｐ７１参照 

                                                                                          

 

（参考１）成人の預託実効線量が 0.05 ﾐﾘｼｰベﾙﾄとなる大気および食品中の核種濃度 
（単位：大気（mBq/m3）、その他（Bq/kg 生)） 

             大 気 魚 類 無脊椎動物 藻  類 葉  菜 

 １３１I 410 43 420 210 170 

 １３４Ｃｓ 300 36 360 180 140 

  １３７Ｃｓ 150 53 520 260 210 

    ３Ｈ   16,000 160,000 81,000 32,000 

   90Ｓｒ  24 240 120 98 

  239Ｐｕ  2.7 27 14 11 

１日あたりの摂取量 22.2 m3 200 g       20 g       40 g     100 g 

 １日当たり最下段の量を１年間摂取し続けるとした場合の濃度。トリチウム（３Ｈ）以外の核種において葉菜の除染係数を 0.5 とした。海藻や葉

菜の保存後の放射能の減衰は考慮されていない。トリチウムは有機結合型トリチウムとした場合の値。 

 

 (参考２)成人の預託実効線量が 0.05 ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄとなるトリチウム濃度(単位：Bq/ℓ ) 

水  道  水 大 気 中 水 分 

2,900 34,000 

トリチウムが海水から海産物（魚貝藻類）へ移行し、それを成人が１年間摂取した場合に預託実効線量が 0.05 ﾐﾘｼｰﾍﾞﾙﾄとなる海水中トリ

チウム濃度は 12,000Bq/ℓ である。ただし、すべて有機結合型トリチウムと仮定した。 
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３－２ 調査地点 

  第１表 線量率連続測定地点 

 ＜敦賀・白木・美浜エリア＞ 

敦 

 

 

賀 

 

 

地 

 

 

区 

 

立  石 Ａ ☆（八坂神社）         (１) 

浦    底 Ａ ☆（明神寮下県道脇）   (２) 

敦  賀 Ａ    (福井県敦賀合同庁舎） (３) 

東  郷 Ａ    (咸新小学校）＊     (４) 

粟  野 Ａ  （黒河小学校）＊     (５) 

立  石 Ｂ  （集落入口県道脇）   (６) 

立石山頂 Ｂ  （山頂付近）         (７) 

ふげん北 Ｄ  （北敷地境界付近）      (８) 

ふげん西  Ｄ    (西敷地境界付近）      (９) 

猪 ケ 池  Ｂ    （敦賀原子力館下）     （10) 

水 試 裏 Ｂ  （水産試験場裏）       (11) 

浦    底 Ｂ  （県道脇・剣神社西）   (12) 

色 ケ 浜 Ｂ  （白山神社）         (13) 

沓    Ｄ   (ひがし旅館駐車場横）  (14) 

赤  崎 Ｄ   (赤崎区民センター)   (15) 

五  幡 Ｂ  （東浦公民館）       (16) 

阿  曽 Ｄ  （東浦体育館)        (17) 

杉  津 Ｂ  （東浦小中学校下国道脇）(18) 

大  良 Ａ  （道の駅河野）＊     (19) 

河  野 Ａ    （南越前町河野総合事務所）  (20) 

板  取 Ａ  （今庄３６５スキー場）＊ (21) 

甲 楽 城 Ｂ  （河野小学校前)      (22) 

 

 

広 

 

域 

 

監 

 

視 

 

地 

 

区 

 

 

疋  田 Ａ （愛発公民館）＊           (１) 

新  庄 Ｃ （日吉神社）            (２) 

神  子 Ａ （岬小学校）＊        (３) 

三    方 Ｃ （若狭町役場三方庁舎）     (４) 

宇 津 尾 Ａ （広野地区農業集落排水処理施設）＊  (５) 

湯  尾 Ａ （南越消防組合南消防署）＊  (６) 

南  条 Ａ （南越前町役場）＊      (７) 

古  木 Ａ （南越前町ふるさと交流センターきらめき）＊ (８) 

今  庄 Ｂ （南越前町今庄総合事務所前国道脇）   (９) 

白  山 Ａ （白山小学校）＊        (10) 

白  崎 Ａ （越前市白崎公園）＊      (11) 

瓜  生 Ａ （越前市瓜生水と緑公園）＊   (12) 

今  立 Ａ （越前市今立歴史民族資料館）＊   (13) 

米  ノ Ａ （越前南部地区漁業集落排水処理施設）＊  (14) 

織  田 Ａ （織田中学校）＊        (15) 

玉  川 Ａ （越前町玉川地区集会施設）＊    (16) 

越 前 厨  Ｄ  （城崎小学校脇)          (17) 

 
 
☆印の地点では、浮遊じん放射能の連続測定を行っている。 
＊：2013年4月1日より新規に観測を開始した。 

白 

 

木 

 

地 

 

区 

 

白  木 Ａ ☆ (白木公民館東県道脇)  (１) 

白 木 峠 Ａ ☆（旧道市町境)        (２) 

白 木 Ⅰ Ｄ   （北東敷地境界）     (３) 

白 木 Ⅱ Ｄ  （東南東敷地境界）   (４) 

白 木 Ⅲ  Ｄ   （南南東敷地境界）   (５) 

白 木 Ⅳ Ｄ    （南西敷地境界）    (６) 

松 ケ 崎 Ｄ  （松ヶ崎）       (７) 

 

美 

 

浜 

 

地 

 

区 

 

丹  生  Ａ  ☆（丹生バス停）          (１) 

竹  波 Ａ ☆（竹波集落センタ－）   (２) 

坂  尻  Ａ    （坂尻ﾄﾝﾈﾙ東側出口南）  (３) 

久 々 子 Ａ  （美浜町総合体育館）＊  (４) 

奥  浦  Ｃ   （奥浦公園奥）          (５) 

丹  生 Ｃ  （丹生診療所）        (６) 

丹 生 寮 Ｃ  （関電丹生寮）      (７) 

竹  波 Ｃ  （高那弥神社）        (８) 

菅  浜 Ｃ  （農業構造改善センター） (９) 

佐  田 Ｃ  （美浜東小学校）      (10) 

郷  市 Ｃ   （美浜町役場）         (11) 

早  瀬 Ｃ   （水無月神社）         (12) 

日  向 Ｃ   （日向漁業センター）    (13) 
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第１表 線量率連続測定地点（つづき） 

 ＜大飯・高浜エリア＞ 

大 

 

 

飯 

 

 

地 

 

 

区 

 

宮  留 Ａ  ☆（宮留バス停）      (１) 

日 角 浜 Ａ  ☆（大島小学校）        (２) 

長  井 Ａ  （地区ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ場横）    (３) 

佐 分 利 Ａ  （きのこの森）＊     (４) 

宮  留 Ｃ  （ｴﾙﾊﾟ-ｸ大飯下三叉路）  (５) 

日 角 浜 Ｃ  （旧大島公民館）       (６) 

本  郷 Ｃ  （おおい町役場）     (７) 

鹿    野 Ｃ  （佐分利小学校）     (８) 

川  上  Ｃ  （川上公民館）      (９) 

小    浜 Ａ  （小浜市役所）      (10) 

阿 納 尻  Ａ  （内外海小学校）     (11) 

口 名 田 Ａ  （小浜市総合運動場）＊   (12) 

遠  敷 Ａ  （福井県若狭合同庁舎）＊  (13) 

加  斗 Ｃ  （加斗小学校）         (14) 

小    浜 Ｃ  （小浜市営野球場）    (15) 

西  津 Ｃ  （小浜漁協西津支所）   (16) 

堅   海 Ｃ  （県栽培漁業センター）   (17) 

 

 広 

 

域 

 

監 

 

視 

 

地 

 

区 

 

三  重 Ａ  （名田庄総合運動場）＊   (１) 

納 田 終 Ａ  （頭巾山青少年旅行村）＊   (２) 

名 田 庄 Ｃ  （名田庄観光館）         (３) 

鳥  羽 Ａ  （鳥羽小学校）＊         (４) 

熊  川 Ａ  （道の駅若狭熊川宿）＊      (５) 

上  中 Ｃ  （上中体育館）          (６) 

 

 
☆印の地点では、浮遊じん放射能の連続測定を行っている。 
＊：2013年4月1日より新規に観測を開始した。 

高 

 

 

浜 

 

 

地 

 

区 

 

音  海 Ａ  ☆（洞昌禅寺横広場東脇）  (１) 

小 黒 飯 Ａ  ☆（集落北県道脇）       (２) 

神 野 浦 Ａ  ☆（気比神社）           (３) 

山  中 Ａ  （内浦小中学校）        （４) 

三  松 Ａ  （JR三松駅）＊          (５) 

音  海 Ｃ  （音海漁港奥）         (６) 

田 ノ 浦  Ｃ  （南東敷地境界）         (７) 

小 黒 飯 Ｃ  （白浜トンネル北口）    (８) 

神 野 浦 Ｃ  （集落南西道路脇）       (９) 

日   引 Ｃ  （旧日引小学校）        (10) 

青  郷 Ｃ  （青郷小学校）         (11) 

高  浜 Ｃ  （高浜小学校）         (12) 

和  田 Ｃ  （和田小学校）         (13) 

田  井 Ｃ  （田井ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ）     (14) 

夕 潮 台 Ｃ  （夕潮台公園）         (15) 
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第２表 積算線量測定地点 

＜敦賀・白木・美浜エリア＞ 

敦 

 

 

 

 

 

賀 

 

 

 

 

 

地 

 

 

 

 

 

区 

 

立   石 Ａ６（八坂神社）     (１) 

立 石 山 頂  Ｂ１（原電ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾎﾟｽﾄ）  (２) 

ふ げ ん 西  Ｄ２（西敷地境界付近）   (３) 

猪  ケ  池  Ｂ１ (原電ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾎﾟｽﾄ)  (４) 

原 子 力 館  Ｂ  （敦賀原子力館敷地)  (５) 

水産試験場 Ｂ２（水産試験場）    (６) 

水 試 裏  Ｂ１ (原電ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾎﾟｽﾄ)   (７) 

明  神 寮 Ｂ２（明神寮）        (８) 

浦      底 Ａ６（剣神社）        (９) 

色 ケ 浜 Ａ４（本隆寺）          (10) 

手 ノ 浦 Ａ４（舟幸寺）          (11) 

手 ノ 浦 Ｂ３（舟幸寺）          (12) 

  沓   Ｂ５（常福寺）          (13) 

常   宮 Ａ４（常宮小学校）      (14) 

常   宮 Ｂ４（常宮神社）       (15) 

縄   間 Ｂ （宗清寺）      (16) 

名   子 Ｂ１（名子バス停）    (17) 

松   島 Ｂ３（原電松島寮）    (18) 

松   栄 Ｂ３（敦賀地方合同庁舎） (19) 

赤   崎 Ａ４ (赤崎小学校ｸﾞﾗﾝﾄﾞ)  (20) 

阿      曽 Ａ３（ふれあい会館）     (21) 

杉      津 Ａ５（東浦小中学校）    (22) 

元  比  田 Ａ６（集落掲示板横）     (23) 

吉   河 Ａ３（原子力センター）   (24) 

沓   見  Ｃ  （原子力発電訓練センター）  (25) 

大   谷 Ａ４（八幡神社）        (26) 

大   良 Ｂ （大良集会所）    (27) 

 

 

美 

 

 

 

 

浜 

 

 

 

 

地 

 

 

 

 

区 

 

奥   浦  Ｃ   (奥浦公園奥)         (１) 

丹   生 Ａ５（中村旅館）          (２) 

丹   生 Ｃ３（丹生漁港）          (３) 

丹生診療所 Ｃ６（丹生診療所）         (４) 

丹生小中学校Ａ１             (５) 

丹 生 寮 Ｃ５（関電丹生寮)        (６) 

竹   波 Ａ５（県テレメ観測局)     (７) 

竹   波 Ｃ５（高那弥神社）        (８) 

馬 背 川 Ｃ２（ポンプ場）          (９) 

菅   浜 Ａ４（旧菅浜保育所）      (10) 

菅   浜 Ｃ２（民宿藤田横）         (11) 

け や き 台 Ｃ１（けやき台ハイツ）     (12) 

佐    田 Ａ４（あおなみ保育園）     (13) 

坂   尻 Ｃ２（三谷商店前）        (14) 

和   田 Ａ１（ふる里交流ｾﾝﾀｰ）    (15) 

郷   市 Ｃ６（美浜町役場）       (16) 

久 々 子 Ｃ１（県園芸試験場）      (17) 

早   瀬 Ｃ５（水無月神社）       (18) 

日   向 Ｃ５ (日向漁業センター)    (19) 

 

 

広 

 

域 

 

監 

 

視 

 

地 

 

区 

 

 

新   庄 Ｃ３（日吉神社）          (１) 

三      方 Ｃ４ (若狭町役場三方庁舎)  (２) 

越前市妙法寺町Ａ１（白山神社）        (３) 

武    生 Ａ３（丹南土木事務所）     (４) 

宮   崎 Ａ４（宮崎中学校）      (５) 

白 

 

 

木 

 

 

地 

 

 

区 

 

白 木  Ⅰ  Ｄ２（北東敷地境界)      (１) 

白 木  Ⅱ  Ｄ２（東南東敷地境界)    (２) 

白 木  Ⅲ  Ｄ２（南南東敷地境界)    (３) 

白 木  Ⅳ  Ｄ２（南西敷地境界)      (４) 

松 ケ 崎 Ｄ２ (機構ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞｽﾃｰｼｮﾝ) (５) 

白   木 Ａ５（県テレメ観測局)   (６) 

白   木 Ｄ６（白木公民館東県道脇)   (７) 

白 城 神 社 Ａ３（神社鳥居横)     (８) 

白 城 神 社 Ｄ４（  〃  ）     (９) 

門 ケ 崎 Ｄ３                  (10) 

白木ﾄﾝﾈﾙ北口Ａ３                   (11) 

白木ﾄﾝﾈﾙ北口Ｄ３           (12) 

白木ﾄﾝﾈﾙ南口Ａ３ (渓流水貯水池横）   (13) 

もんじゅ寮 Ｄ１ (もんじゅ寮前）     (14) 
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第２表 積算線量測定地点（つづき） 

＜大飯・高浜エリア＞ 

大 

 

 

 

 

 

飯 

 

 

 

 

 

地 

 

 

 

 

 

区 

 

赤  礁  崎 Ｃ （関電あかぐり崎クラブ）  (１) 

宮 留 奧 Ａ１（あかぐり海釣公園）  (２) 

宮     留 Ａ７（県テレメ観測局）  （３) 

宮   留 Ｃ３ (ｴﾙﾊﾟ-ｸ大飯下三叉路) (４) 

日 角 浜 Ｃ３ (旧大島公民館）     (５) 

西   村 Ａ３（常禅寺）           (６) 

西   村 Ｃ１（西村ﾄﾝﾈﾙ南口県道脇) (７) 

犬   見 Ｃ２（集落手前道端）     (８) 

本   郷 Ａ５（町営住宅サンハイムうらら）(９) 

本   郷 Ｃ５（おおい町役場）      (10) 

鯉   川 Ａ３（牛尾神社）         (11) 

加   斗 Ａ５（加斗小学校）       (12) 

西   勢 Ａ３（民宿つどい前ｹﾞｰﾄﾎﾞｰﾙ場) (13) 

東    勢 Ｃ１（旧道脇）           (14) 

小浜市野球場Ｃ２（小浜市営野球場)   (15) 

小浜市大原 Ａ４（栖雲寺）           (16) 

若狭健康福祉センター Ａ３                 (17) 

西   津 Ａ３（水産高校）         (18) 

西   津 Ｃ３（小浜漁協西津支所）  (19) 

堅    海 Ａ３（旧堅海小学校）     (20) 

堅    海 Ｃ３（県栽培漁業ｾﾝﾀｰ）   (21) 

泊     Ｃ２（大谷旅館前）       (22) 

川   上 Ｃ４（川上公民館)         (23) 

鹿      野 Ｃ５（佐分利小学校）     (24) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広 
 

域 
 

監 
 

視 
 

地 
 

区 

 

名 田 庄  Ｃ３（名田庄観光館）     (１) 

上   中  Ｃ３（上中体育館）     (２) 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜比較対照エリア＞ 

 

対 

 

照 

 

地 

 

区 

 

池   田  Ａ３（池田町役場）      (１) 

殿     下  Ａ４（殿下小学校）      (２) 

美     山  Ａ５（美山児童館）     (３)  

福井市原目町 Ａ３（福井分析管理室）  (４) 

川   西  Ａ４（川西中学校）      (５) 

金   津  Ａ３（坂井健康福祉ｾﾝﾀｰ）     (６) 

勝      山  Ａ４（奥越土木（勝山）） (７) 

 

 

高 

 

 

 

 

 

 

浜 

 

 

 

 

 

地 

 

 

 

 

 

区 

 

音   海 Ａ４（児玉旅館）         (１) 

音   海 Ｃ４（音海漁港奥）       (２) 

音 海 県 道 Ｃ１（日本海港湾㈱保税上屋入口門付近） (３) 

田 ノ 浦  Ｃ （南東敷地境界)     (４) 

小 黒 飯 Ａ４（寿奎寺裏旧道脇）    (５) 

小 黒 飯 Ｃ３（白浜トンネル北口）  (６) 

旧神野小学校Ａ１            (７) 

神      野 Ａ５（桃源寺）           (８) 

神  野  浦  Ｃ２（関電モニタポスト）  (９) 

山   中 Ａ４（県テレメ観測局）   (10) 

山   中 Ｃ２（JA若狭内浦出張所）  (11) 

  下   Ａ３（産霊神社）         (12) 

日     引 Ｃ３（旧日引小学校）      (13) 

上   瀬 Ａ３（山神神社）         (14) 

六 路 谷 Ａ４（ふれあい会館）      (15) 

六 路 谷 Ｃ２（杉森神社横）       (16) 

高   野 Ｃ （旧青郷小学校高野分校）  (17) 

青   郷 Ｃ２（青郷小学校）       (18) 

東 三 松 Ａ５（東三松グランド）    (19) 

東 三 松 Ｃ２（民宿萩の家）       (20) 

高浜町役場 Ａ４（高浜町役場前庭）    (21) 

高   浜 Ｃ （高浜小学校）        (22) 

和   田 Ｃ３（和田小学校）       (23) 

田   井 Ｃ３（田井ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ）   (24) 

夕 潮 台 Ｃ２（夕潮台公園）       (25) 
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３－３　測定結果

＜敦賀・白木・美浜エリア＞

機関：Ａ（県）、　線量率単位：nGy/h

地 月  間 月  間 Ｍ＋３σ 過　去

測定地点 測定月 最高値 最低値 平  均 標  準 をこえた 平　均

区 線量率 偏  差 時　　間 降　雨 その他 線量率

（Ｍ） （σ）

７　月 94.9 67.4 70.1 2.6 13    13   0   

敦賀 立石Ａ ８　月 88.4 67.2 70.1 2.1 13    13   0   67.5  

９　月 80.3 67.0 69.5 1.4 12    12   0   

７　月 116.4 70.9 74.6 4.8 16    16   0   

浦底Ａ ８　月 115.1 70.6 75.0 3.9 15    15   0   72.3  

９　月 93.2 71.1 74.4 2.6 18    18   0   

７　月 110.3 56.3 59.7 4.7 15    15   0   

敦賀Ａ ８　月 99.8 56.3 59.7 4.0 11    11   0   53.2  

９　月 76.9 56.2 59.6 2.8 13    13   0   

７　月 113.4 62.4 68.2 4.5 17    17   0   

東郷Ａ ８　月 104.5 60.0 66.6 3.9 12    12   0   *

９　月 87.3 61.1 65.8 2.6 13    13   0   

７　月 113.2 61.9 68.7 4.9 14    14   0   

粟野Ａ ８　月 116.6 63.3 69.2 4.8 11    11   0   *

９　月 86.3 64.0 69.9 3.1 10    10   0   

７　月 99.8 50.0 54.9 4.7 19    19   0   

大良Ａ ８　月 83.2 49.7 55.1 3.4 19    19   0   *

９　月 72.6 50.7 54.4 2.4 21    21   0   

７　月 86.1 44.6 47.8 4.8 19    19   0   

河野Ａ ８　月 76.2 45.0 47.3 2.9 19    19   0   46.1  

９　月 61.8 44.6 46.7 2.1 18    18   0   

７　月 97.5 44.7 48.2 6.5 25    25   0   

板取Ａ ８　月 83.5 44.4 47.6 4.1 22    22   0   *

９　月 77.0 44.5 47.1 3.3 21    21   0   

*：2013年4月1日運用開始のため、過去データなし。 過去平均線量率：2010～2012年度

第１表　空間線量率連続測定結果　（県テレメータシステム）

Ｍ＋３σをこえた

原因とその時間
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＜敦賀・白木・美浜エリア＞

機関：Ａ（県）、　線量率単位：nGy/h

地 月  間 月  間 Ｍ＋３σ 過　去

測定地点 測定月 最高値 最低値 平  均 標  準 をこえた 平　均

区 線量率 偏  差 時　　間 降　雨 その他 線量率

（Ｍ） （σ）

７　月 128.2 76.4 80.5 4.8 17    17   0   

白木 白木Ａ ８　月 127.1 76.2 80.8 4.6 12    12   0   77.3  

９　月 106.9 76.5 80.4 3.7 21    21   0   

７　月 127.9 75.9 79.9 4.7 15    15   0   

白木峠Ａ ８　月 125.1 75.4 80.6 4.8 16    16   0   76.4  

９　月 108.7 75.9 79.8 4.0 20    20   0   

７　月 100.0 58.1 61.0 4.1 15    15   0   

美浜 丹生Ａ ８　月 99.2 57.9 61.1 3.7 16    16   0   59.0  

９　月 83.8 57.8 60.6 3.5 26    26   0   

７　月 116.9 68.7 72.2 4.5 13    13   0   

竹波Ａ ８　月 114.5 68.9 72.7 4.1 15    15   0   69.3  

９　月 92.8 68.8 72.1 3.2 19    19   0   

７　月 110.8 58.4 62.0 4.9 20    20   0   

坂尻Ａ ８　月 133.2 58.1 62.3 5.6 15    15   0   58.8  

９　月 97.8 57.3 61.2 4.0 19    19   0   

７　月 89.3 48.0 51.4 3.8 16    16   0   

久々子Ａ ８　月 86.0 45.1 51.9 3.9 20    20   0   *

９　月 74.3 48.8 51.8 3.3 25    25   0   

*：2013年4月1日運用開始のため、過去データなし。 過去平均線量率：2010～2012年度

第１表　空間線量率連続測定結果　（県テレメータシステム）

Ｍ＋３σをこえた

原因とその時間
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＜敦賀・白木・美浜エリア＞

機関：Ａ（県）、　線量率単位：nGy/h

地 月  間 月  間 Ｍ＋３σ 過　去

測定地点 測定月 最高値 最低値 平  均 標  準 をこえた 平　均

区 線量率 偏  差 時　　間 降　雨 その他 線量率

（Ｍ） （σ）

７　月 117.8 69.7 77.0 4.7 13    13   0   

広域 疋田Ａ ８　月 121.4 70.0 77.9 4.4 7    7   0   *

監視 ９　月 92.3 70.6 76.7 2.8 13    13   0   

７　月 87.6 60.7 63.6 2.9 19    19   0   

神子Ａ ８　月 88.1 62.9 65.7 2.6 18    18   0   *

９　月 81.6 60.8 64.7 2.4 18    18   0   

７　月 90.5 44.0 50.6 5.5 16    16   0   

宇津尾Ａ ８　月 87.0 44.2 51.5 4.6 15    15   0   *

９　月 73.0 46.1 51.2 3.0 13    13   0   

７　月 83.8 44.7 49.4 4.9 21    21   0   

湯尾Ａ ８　月 79.0 45.0 49.8 3.8 13    13   0   *

９　月 66.5 45.1 49.0 2.9 17    17   0   

７　月 82.2 57.0 62.4 2.8 19    19   0   

南条Ａ ８　月 79.0 57.1 62.5 2.2 11    11   0   *

９　月 74.0 58.8 62.1 1.6 17    17   0   

７　月 104.2 55.8 60.7 6.0 24    24   0   

古木Ａ ８　月 91.4 56.1 60.9 3.8 15    15   0   *

９　月 83.1 56.2 60.0 3.0 15    15   0   

７　月 101.3 53.8 59.8 5.6 25    25   0   

白山Ａ ８　月 97.1 56.0 60.1 3.5 18    18   0   *

９　月 84.3 56.0 59.6 3.0 17    17   0   

７　月 105.6 46.1 53.6 6.1 22    22   0   

白崎Ａ ８　月 90.6 47.6 53.6 4.2 19    19   0   *

９　月 98.9 46.9 53.0 4.0 14    14   0   

７　月 89.9 48.4 52.6 4.5 21    21   0   

瓜生Ａ ８　月 80.6 49.3 53.0 3.3 12    12   0   *

９　月 73.2 48.9 52.8 2.9 13    13   0   

７　月 84.6 47.7 52.6 4.0 24    24   0   

今立Ａ ８　月 77.8 49.3 53.1 2.8 15    15   0   *

９　月 68.0 49.2 52.4 2.4 19    19   0   

７　月 98.3 50.2 54.9 4.9 24    24   0   

米ノＡ ８　月 84.1 51.8 54.3 2.9 16    16   0   *

９　月 78.5 51.4 54.7 2.8 18    18   0   

７　月 96.9 47.8 52.5 4.8 22    22   0   

織田Ａ ８　月 85.3 48.0 52.8 3.1 19    19   0   *

９　月 76.5 49.3 52.6 3.1 19    19   0   

７　月 80.7 44.8 48.8 3.5 19    19   0   

玉川Ａ ８　月 75.2 46.2 49.4 2.8 18    18   0   *

９　月 77.9 46.3 49.0 3.3 25    25   0   

*：2013年4月1日運用開始のため、過去データなし。 過去平均線量率：2010～2012年度

第１表　空間線量率連続測定結果　（県テレメータシステム）

Ｍ＋３σをこえた

原因とその時間
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＜大飯・高浜エリア＞

機関：Ａ（県）、　線量率単位：nGy/h

地 月  間 月  間 Ｍ＋３σ 過　去

測定地点 測定月 最高値 最低値 平  均 標  準 をこえた 平　均

区 線量率 偏  差 時　　間 降　雨 その他 線量率

（Ｍ） （σ）

７　月 60.4 34.4 37.0 2.9 20    20   0   

大飯 宮留Ａ ８　月 67.9 34.4 37.3 3.4 23    23   0   35.9  

９　月 59.6 34.0 37.2 3.3 20    20   0   

７　月 54.6 28.9 31.5 2.8 19    19   0   

日角浜Ａ ８　月 61.0 28.7 31.7 3.3 20    20   0   42.9  

９　月 56.5 28.6 31.7 3.4 17    17   0   

７　月 66.9 34.5 37.4 3.3 21    21   0   

長井Ａ ８　月 70.3 34.7 37.7 3.4 16    16   0   37.0  

９　月 69.2 34.1 37.7 4.2 17    17   0   

７　月 74.0 40.3 44.1 3.3 18    18   0   

佐分利Ａ ８　月 71.7 40.2 44.7 3.2 16    16   0   *

９　月 111.5 39.0 44.2 5.9 10    10   0   

７　月 61.2 38.8 41.3 2.8 22    22   0   

小浜Ａ ８　月 68.6 38.8 41.7 2.8 21    21   0   45.2  

９　月 63.1 38.5 41.5 3.1 18    18   0   

７　月 57.4 29.3 31.8 2.8 22    22   0   

阿納尻Ａ ８　月 64.2 29.2 32.1 3.3 19    19   0   31.6  

９　月 57.7 29.4 32.2 3.4 19    19   0   

７　月 69.5 32.6 36.7 4.1 16    16   0   

口名田Ａ ８　月 73.0 32.7 37.6 3.9 11    11   0   *

９　月 65.6 32.0 36.9 4.5 18    18   0   

７　月 59.0 41.2 43.8 2.1 21    21   0   

遠敷Ａ ８　月 60.8 41.5 43.8 1.8 14    14   0   *

９　月 57.7 40.2 42.9 1.9 14    14   0   

*：2013年4月1日運用開始のため、過去データなし。 過去平均線量率：2010～2012年度

第１表　空間線量率連続測定結果　（県テレメータシステム）

Ｍ＋３σをこえた

原因とその時間
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機関：A(県)、 単位＝放射能濃度：Bq/m3　、放射能濃度比：％

地

測定 測 定 月

地点 最 高 最 低 月 間 月 間 最 高 最 低 月 間 月 間 月 間 月 間

区 濃 度 濃 度 平 均 標 準 濃 度 濃 度 平 均 標 準 最 高 最 低 平 均 標 準

濃 度 偏 差 濃 度 偏 差 濃 度 偏 差 自然 その他

比 Ｍ σ 変動

７　月 25.5 0.5 4.9 4.6 56.1 1.1 10.2 9.7 57 40 47 3 2 0

敦賀 浦底Ａ ８　月 32.1 0.4 6.6 6.0 66.2 0.8 14.0 12.7 55 41 46 3 3 0

９　月 17.3 0.2 4.2 3.9 35.3 0.4 8.5 8.0 59 42 49 3 2 0

過　去 30.6 0.1 3.5 3.1 56.2 0.2 6.7 6.0 67 41 52 3 8 0

実　績

７　月 13.3 0.4 3.9 2.6 31.7 0.8 8.4 5.8 57 40 47 3 2 0

立石Ａ ８　月 16.2 0.3 4.5 2.7 36.6 0.7 9.7 6.0 55 41 46 3 3 0

９　月 13.2 0.2 3.2 2.3 28.4 0.3 6.6 4.9 58 42 49 3 2 0

過　去 18.3 0.1 3.0 2.0 35.5 0.3 5.8 3.9 68 41 52 3 8 0

実　績

７　月 28.2 0.4 5.3 4.9 57.8 0.9 11.1 10.2 54 42 48 3 0 0

白木 白木Ａ ８　月 35.6 0.6 6.1 5.3 77.7 1.2 12.9 11.4 55 42 47 2 3 0

９　月 20.2 0.2 3.8 3.3 41.1 0.4 7.7 6.9 56 43 50 3 0 0

過　去 30.6 0.1 3.3 3.0 57.3 0.2 6.3 5.6 70 42 53 4 8 0

実　績

７　月 9.3 0.4 2.8 1.8 19.9 0.9 5.9 3.8 59 42 49 3 2 0

白木峠Ａ ８　月 10.1 0.3 3.2 1.6 22.3 0.7 6.9 3.4 55 41 47 3 0 0

９　月 7.7 0.2 2.5 1.6 17.1 0.4 5.0 3.4 60 42 50 3 1 0

過　去 12.7 0.1 2.4 1.4 26.5 0.2 4.6 2.7 75 40 53 4 14 0

実　績

７　月 15.3 0.4 3.9 3.1 30.3 0.9 7.6 6.0 59 45 52 3 0 0

美浜 丹生Ａ ８　月 16.9 0.5 4.3 2.8 33.7 1.1 8.6 5.7 61 43 50 3 2 0

９　月 12.7 0.2 3.2 2.5 26.2 0.4 6.2 5.0 65 46 53 3 2 0

過　去 19.0 0.1 3.0 2.2 35.7 0.2 5.3 4.0 74 46 56 4 10 0

実　績

７　月 23.1 0.4 5.5 4.8 47.3 0.7 11.0 9.7 56 43 50 3 0 0

竹波Ａ ８　月 24.1 0.5 6.2 5.0 48.3 1.0 12.8 10.4 54 43 48 2 0 0

９　月 15.4 0.2 3.9 3.1 31.8 0.5 7.7 6.2 60 45 51 3 0 0

過　去 31.9 0.1 3.7 3.1 60.9 0.2 7.1 6.1 67 42 52 3 13 0

実　績

過去実績：2010～2012年度

（注１）測定地点は、いずれも県テレメータ観測局である。データは、いずれも３時間毎の素データを計算の基礎において算出

　　　　したものである。

（注２）「Ｍ＋３σを超えた数｣の過去の実績は、月毎に算出した数の年間和の平均である。

（注３）「平均値＋標準偏差の３倍｣の平常の変動幅を超えたものについて原因の調査を行っている。

　　　　これらは、平常の変動幅をわずかの超えたもの、もしくは空気中放射能濃度が低いときに観測されたものであった。

　　　　なお、ゲルマニウム検出器による核種分析でも人工放射性核種は検出されていないことから、これらの上昇は天然放射能

　　　　変動によるものであると見なされる。

M+3σを超え

た数と原因

第４表　 浮遊じん放射能の連続測定結果

ベータ放射能濃度 アルファ放射能濃度 （ベータ／アルファ）

放射能濃度比
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機関：A(県)、 単位＝放射能濃度：Bq/m3　、放射能濃度比：％

地

測定 測 定 月

地点 最 高 最 低 月 間 月 間 最 高 最 低 月 間 月 間 月 間 月 間

区 濃 度 濃 度 平 均 標 準 濃 度 濃 度 平 均 標 準 最 高 最 低 平 均 標 準

濃 度 偏 差 濃 度 偏 差 濃 度 偏 差 自然 その他

比 Ｍ σ 変動

７　月 16.2 0.6 4.5 3.8 34.0 1.2 9.8 8.2 61 41 47 3 1 0

大飯 日角浜Ａ ８　月 20.0 0.5 4.7 3.6 43.5 1.0 10.2 8.0 53 41 46 2 1 0

９　月 14.5 0.2 3.5 3.2 31.6 0.5 7.4 6.9 57 43 49 3 0 0

過　去 16.9 0.1 3.3 2.6 33.6 0.2 6.4 5.1 68 42 52 3 9 0

実　績

７　月 12.6 0.4 3.4 2.8 25.6 0.9 7.0 5.7 56 43 49 3 0 0

宮留Ａ ８　月 12.8 0.4 3.0 2.4 27.0 0.8 6.3 5.1 55 43 48 2 0 0

９　月 10.0 0.1 2.3 1.8 19.3 0.3 4.5 3.7 60 46 52 3 0 0

過　去 16.0 0.1 3.1 2.5 33.7 0.2 6.0 4.9 71 43 52 4 10 0

実　績

７　月 7.4 0.5 2.5 1.5 16.5 1.0 5.3 3.3 56 40 47 3 1 0

高浜 小黒飯Ａ ８　月 7.2 0.4 2.6 1.4 16.1 0.8 5.6 3.2 53 40 46 2 1 0

９　月 7.8 0.1 1.8 1.2 16.8 0.2 3.7 2.7 56 41 49 3 0 0

過　去 9.6 0.1 2.2 1.2 21.3 0.2 4.4 2.5 67 40 51 3 7 0

実　績

７　月 10.3 0.5 3.0 1.9 21.2 1.1 6.4 4.1 54 42 47 2 0 0

音海Ａ ８　月 9.7 0.5 3.1 1.7 21.5 1.0 6.7 3.8 55 41 46 2 3 0

９　月 8.2 0.1 2.1 1.5 19.0 0.3 4.4 3.2 57 43 49 3 0 0

過　去 10.4 0.1 2.5 1.4 20.7 0.2 4.9 2.9 67 40 51 3 7 0

実　績

７　月 12.2 0.6 3.2 2.0 25.5 1.2 6.7 4.3 56 42 49 3 0 0

神野浦Ａ ８　月 11.5 0.5 3.4 1.9 25.2 1.2 7.3 4.1 54 41 47 2 1 0

９　月 9.8 0.2 2.5 1.7 21.6 0.3 5.2 3.8 58 43 49 3 1 0

過　去 10.2 0.1 2.4 1.3 20.7 0.2 4.6 2.7 68 42 52 3 12 0

実　績

過去実績：2010～2012年度

（注１）測定地点は、いずれも県テレメータ観測局である。データは、いずれも３時間毎の素データを計算の基礎において算出

　　　　したものである。

（注２）「Ｍ＋３σを超えた数｣の過去の実績は、月毎に算出した数の年間和の平均である。

（注３）「平均値＋標準偏差の３倍｣の平常の変動幅を超えたものについて原因の調査を行っている。

　　　　これらは、平常の変動幅をわずかの超えたもの、もしくは空気中放射能濃度が低いときに観測されたものであった。

　　　　なお、ゲルマニウム検出器による核種分析でも人工放射性核種は検出されていないことから、これらの上昇は天然放射能の

　　　　変動によるものであると見なされる。

M+3σを超え

た数と原因

第４表　 浮遊じん放射能の連続測定結果

ベータ放射能濃度 アルファ放射能濃度 （ベータ／アルファ）

放射能濃度比
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単位：mBq/m3

地 機
              131               131                 　   131            　        131

区 採　取　地　点 採　取　期　間 粒子状 Ｉ濃度 ガス状 Ｉ濃度 粒子状　Ｉ ガス状　Ｉ 関

敦賀 浦底Ａ 13.07.04～13.08.07 － － ND～0.1 ND～0.3 A

13.08.07～13.09.04 － －

13.09.04～13.10.03 － －

白木 白木Ａ 13.07.03～13.08.07 － － ND～0.1 ND～0.2 A

13.08.07～13.09.02 － －

13.09.02～13.10.02 － －

美浜 竹波Ａ 13.07.03～13.08.07 － － ND～0.1 ND～0.2 A

13.08.07～13.09.04 － －

13.09.04～13.10.02 － －

大飯 宮留Ａ 13.07.03～13.08.06 － － ND～0.1 ND～0.2 A

13.08.06～13.09.03 － －

13.09.03～13.10.02 － －

高浜 小黒飯Ａ 13.07.02～13.08.06 － － ND～0.1 ND～0.2 A

13.08.06～13.09.03 － －

13.09.03～13.10.01 － －

過去実績：2010～2012年度

第５表　大気中のヨウ素－１３１分析結果

過　　去　　実　　績
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単位：　mBq/m3

天然 機

地区 採 取 地 点 採　取　期　間 核種 関
 22  54  58  60  131 137 106 144   7       60     137

Na Mn Co Co I Cs Ru Ce Be Co Cs

敦賀立石Ｂ 13.07.03～13.08.02 － － － － － － － － 2.6 － ND～0.8 B

〃 13.08.02～13.09.04 － － － － － － － － 3.0

〃 13.09.04～13.10.04 － － － － － － － － 5.5

浦底Ａ 13.07.04～13.08.07 － － － － ／ －
*

－ － 1.7 － ND～0.5 A

〃 13.08.07～13.09.04 － － － － ／ －
*

－ － 2.5

〃 13.09.04～13.10.03 － － － － ／ －
*

－ － 4.1

浦底Ｂ 13.07.03～13.08.02 － － － － － － － － 2.6 － ND～0.8 B

〃 13.08.02～13.09.04 － － － － － － － － 2.9

〃 13.09.04～13.10.04 － － － － － － － － 5.5

色ケ浜Ｂ 13.07.03～13.08.02 － － － － － － － － 2.2 － ND～0.8 B

〃 13.08.02～13.09.04 － － － － － － － － 2.7

〃 13.09.04～13.10.04 － － － － － － － － 4.9

白木白木Ａ 13.07.03～13.08.07 － － － － ／ －
*

－ － 1.9 － ND～0.7 A

〃 13.08.07～13.09.02 － － － － ／ － － － 2.8

〃 13.09.02～13.10.02 － － － － ／ －
*

－ － 4.3

松ケ崎Ｄ 13.07.01～13.08.01 － － － － － － － － 1.5 － ND～0.5 D

〃 13.08.01～13.09.02 － － － － － － － － 1.9

〃 13.09.02～13.10.01 － － － － － － － － 3.3

美浜竹波Ａ 13.07.03～13.08.07 － － － － ／ －
*

－ － 1.7 － ND～0.5 A

〃 13.08.07～13.09.04 － － － － ／ －
*

－ － 2.5

〃 13.09.04～13.10.02 － － － － ／ －
*

－ － 4.4

丹生 13.07.01～13.08.01 － － － － － － － － 2.3 － ND～0.8 C

〃 13.08.01～13.09.02 － － － － － － － － 2.6

〃 13.09.02～13.10.01 － － － － － － － － 4.7

大飯宮留Ａ 13.07.03～13.08.06 － － － － ／ －
*

－ － 1.6 － ND～0.5 A

〃 13.08.06～13.09.03 － － － － ／ －
*

－ － 1.7

〃 13.09.03～13.10.02 － － － － ／ －
*

－ － 2.9

宮留 13.07.02～13.08.02 － － － － － － － － 2.2 － ND～0.5 C

〃 13.08.02～13.09.03 － － － － － － － － 2.5

〃 13.09.03～13.10.02 － － － － － － － － 4.5

高浜音海 13.07.02～13.08.02 － － － － － － － － 2.3 － ND～0.5 C

〃 13.08.02～13.09.03 － － － － － － － － 2.4

〃 13.09.03～13.10.02 － － － － － － － － 4.9

小黒飯Ａ 13.07.02～13.08.06 － － － － ／ －
*

－ － 1.7 － ND～0.4 A

〃 13.08.06～13.09.03 － － － － ／ －
*

－ － 2.0

〃 13.09.03～13.10.01 － － － － ／ －
*

－ － 3.5

小黒飯 13.07.02～13.08.02 － － － － － － － － 2.4 － ND～0.5 C

〃 13.08.02～13.09.03 － － － － － － － － 2.6

〃 13.09.03～13.10.02 － － － － － － － － 5.2

対照
原目町
（福井分析管理室） 13.07.01～13.07.02 － － － － － － － － 4.1 － ND～0.1 A

〃 13.08.01～13.08.02 － － － － － － － － 1.4

〃 13.09.02～13.09.03 － － － － － － － － 0.4

過去実績：2010～2012年度

（注1）I-131はガス状のものを含まない浮遊じんのみの測定結果である。

 対照地区以外の機関Ａの測定は、ろ紙を灰化しているため、I-131は調査対象外である。I-131濃度は第５表　粒子状I-131の欄を参照。

（注2）*：検出されたCs-137、Cs-134については、調査の結果、製造過程で福島第一原子力発電所事故影響と考えられる放射性セシウムがろ紙に混入して

      いたことが確認された。このため検出された濃度からろ紙の汚染濃度を差し引いた結果を表示している。

第６表　核種分析結果　その１　浮遊じん

目　　的　　核　　種 参考核種 過 去 実 績
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単位：　mBq/m3

天然 機

地区 採 取 地 点 採　取　期　間 核種 関
 22  54  58  60  131 137 106 144   7       60     137

Na Mn Co Co I Cs Ru Ce Be Co Cs

敦賀立石Ａ 13.07.04～13.10.03 － － － － － －
*

－ － 2.1 － ND～0.2 A

白木白木峠Ａ 13.07.03～13.10.02 － － － － － －
*

－ － 2.2 － ND～0.2 A

美浜丹生Ａ 13.07.03～13.10.02 － － － － － －
*

－ － 2.3 － ND～0.2 A

大飯日角浜Ａ 13.07.03～13.10.02 － － － － － －
*

－ － 2.0 － ND～0.2 A

高浜音海Ａ 13.07.02～13.10.01 － － － － － －
*

－ － 1.9 － ND～0.2 A

神野浦Ａ 13.07.02～13.10.01 － － － － － － * － － 2.3 － ND～0.2 A

過去実績：2010～2012年度

（注1）平成１１年度から開始した浮遊じん連続採取による3ヶ月分の集合（コンポジット）試料の核種分析結果。

（注2）*：検出されたCs-137、Cs-134については、調査の結果、製造過程で福島第一原子力発電所事故影響と考えられる放射性セシウムがろ紙に混入して

　いたことが確認された。このため検出された濃度からろ紙の汚染濃度を差し引いた結果を表示している。

第６表　核種分析結果　その１　浮遊じん(参考データ)

目　　的　　核　　種 参考核種 過 去 実 績
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単位：　ｍBq/ℓ

採　取 天然 機

地区 採　取　地　点 種 類 年月日 核種 関
 54  58  60  131 137 106 144   7       60     137

Mn Co Co I Cs Ru Ce Be Co Cs

敦賀 浦底（水試） 水道水13.09.04 － － － － － － － － － － A

浦底（明神寮） 〃 13.07.01 － － － － － － － － － － B

白木 白木（民家） 〃 13.09.02 － － － － － － － － － － A

〃 〃 13.08.07 － － － － － － － － － － D

美浜
丹生
（漁協飼料保管解凍施設横） 〃 13.08.01 － － － － － － － － － － C

丹生（民家） 〃 13.09.04 － － － － － － － － － － A

大飯 宮留（民家） 〃 13.09.03 － － － － － － － － － － A

〃 〃 13.08.02 － － － － － － － － － － C

高浜 音海（民家） 〃 13.09.03 － － － － － － － － － － A

小黒飯（民家） 〃 13.08.02 － － － － － － － － － － C

神野浦（民家） 〃 〃 － － － － － － － － － － C

対照 原目町（福井分析管理室） 〃 13.09.05 － － － － － － － － － － A

美浜 竹波（落合川） 河川水13.08.01 － － － － － － － － － － C

過去実績：2010～2012年度

（注）機関Ａはマリネリビーカーを用いて直接測定、その他の機関はパウデックス樹脂に吸着後測定。

第７表　核種分析結果　その２　陸水

目　的　核　種 参考核種 過 去 実 績
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単位：Bq/kg乾土

採　取 機

地区 採 取 地 点 種　類 年月日 関
 54  58  60 137 106 144   7  40     60     137

Mn Co Co Cs Ru Ce Be K Th-Ser U-Ser Co Cs

敦賀 浦底（明神寮） 土床 13.07.01 － － － 8.5 － － 12  1200  79  42  － 7.5～12  B

発電所北端周辺 山土 13.08.07 － － － 16  － － － 1300  94  59  － 18  ～28  D

白木 松ケ崎 土床 13.07.10 － － － 1.5 － － 16  1200  110  51  － 0.9～1.9 D

美浜 丹生 〃 13.09.02 － － － 4.6 － － 8.9 1200  110  47  － 2.5～5.4 C

大飯 畑村 未耕土 13.09.03 － － － 3.8 － － 9.0 370  20  16  － 2.4～4.6 C

高浜 小黒飯 〃 〃 － － － 7.5 － － 7.1 690  38  22  － 4.4～9.0 C

過去実績：2010～2012年度

（注1）0～5cmで採取した試料の粒径2mm以下を分析した。Th系列（Th-Ser）はTl-208から系列ガンマ線放出比30.7%を用いて、

　　　U系列（U-Ser）はBi-214またはPb-214から系列ガンマ線放出比44.2%（または36.0%）を用いて求めたものである。

第８表　核種分析結果　その３　陸土

目　的　核　種 参考核種 天　然　核　種 過 去 実 績
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単位：　Bq/ℓ

採　取 天然 機

地区 採　取　地　点 種 類 年月日 核種 関
 54  58  60  131 137 106 144  40     131     137

Mn Co Co I Cs Ru Ce K I Cs

美浜 山上 原乳 13.08.27 － － － － － － － 46 ／ ＊ ／ ＊ A

対照 奥越高原牧場(勝山市池ヶ原） 〃 13.08.22 － － － － － － － 47 － ND～0.1 A

過去実績：2010～2012年度

（注1）マリネリビーカーを用いて直接測定。

（注2）*：今年度から採取地点を変更したため過去実績が無い。

第９表　核種分析結果　その４　原乳

目　的　核　種 参考核種
過去実績
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単位：Bq/kg生

採　取 機

地区 採取地点 種類 年月日 関
 22  54  58  60   131  137  106  140  144   7   40     60     137

Na Mn Co Co I Cs Ru Ba Ce Be K Co Cs

敦賀 発電所北端周辺 松葉 13.08.21 － － － － － － － － － 21  74  － ND～0.5 D

白木 白木トンネル北口付近 〃 〃 － － － － － － － － － 15  68  － ND～1.5 D

過去実績：2010～2012年度

第１１表　核種分析結果　その６　松葉（２年葉）

目　的　核　種 参 考 核 種 天然核種 過 去 実 績
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単位：　Bq/m2

天然 機

地区 採　取　地　点 採　取　期　間 核種 関
 22  54  58  60  131 137 106 140 144   7     60       137

Na Mn Co Co I Cs Ru Ba Ce Be Co Cs

敦賀 浦底（水試） 13.07.04～13.08.07 － － － － － － － － － 240  － ND～14  A

〃 13.08.07～13.09.04 － － － － － － － － － 160  

〃 13.09.04～13.10.03 － － － － － － － － － 120  

浦底（明神寮） 13.07.01～13.08.01 － － － － － － － － － 280  － ND～14  B

〃 13.08.01～13.09.02 － － － － － － － － － 130  

〃 13.09.02～13.10.01 － － － － － － － － － 160  

白木 松ケ崎 13.07.03～13.08.07 － － － － － － － － － 210  － ND～9.4 A

〃 13.08.07～13.09.02 － － － － － － － － － 83  

〃 13.09.02～13.10.02 － － － － － － － － － 70  

〃 13.07.01～13.08.01 － － － － － － － － － 210  － ND～9.8 D

〃 13.08.01～13.09.03 － － － － － － － － － 100  

〃 13.09.03～13.10.01 － － － － － － － － － 77  

美浜 竹波（落合川取水場） 13.07.03～13.08.07 － － － － － － － － － 220  － ND～14  A

〃 13.08.07～13.09.04 － － － － － － － － － 160  

〃 13.09.04～13.10.02 － － － － － － － － － 130  

丹生 13.07.01～13.08.01 － － － － － － － － － 200  － ND～15  C

〃 13.08.01～13.09.02 － － － － － － － － － 130  

〃 13.09.02～13.10.01 － － － － － － － － － 190  

大飯 宮留 13.07.03～13.08.06 － － － － － － － － － 120  － ND～24  A

〃 13.08.06～13.09.03 － － － － － － － － － 160  

〃 13.09.03～13.10.02 － － － － － － － － － 160  

日角浜 13.07.02～13.08.02 － － － － － － － － － 66  － ND～24  C

〃 13.08.02～13.09.03 － － － － － － － － － 98  

〃 13.09.03～13.10.02 － － － － － － － － － 280  

高浜 小黒飯 13.07.02～13.08.06 － － － － － － － － － 100  － ND～27  A

〃 13.08.06～13.09.03 － － － － － － － － － 120  

〃 13.09.03～13.10.01 － － － － － － － － － 260  

小和田 13.07.02～13.08.02 － － － － － － － － － 110  － ND～36  C

〃 13.08.02～13.09.03 － － － － － － － － － 140  

〃 13.09.03～13.10.02 － － － － － － － － － 360  

対照原目町（福井分析管理室） 13.07.01～13.08.01 － － － － － － － － － 330  － ND～23  A

〃 13.08.01～13.09.02 － － － － － － － － － 110  

〃 13.09.02～13.10.01 － － － － － － － － － 110  

過去実績：2010～2012年度

第１２表　核種分析結果　その７　降下物

目　　的　　核　　種 参 考 核 種 過 去 実 績
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単位： mBq/ℓ

採　取 機

地区 採　取　地　点 種 類 年月日 関
  54   58   60  137   59  134          60         137

Mn Co Co Cs Fe Cs Co Cs

敦賀 立石沖 海水 13.08.06 － － － 1.9 － － － 1.6～2.1 B

２号放水口 〃 〃 － － － 1.7 － － － ND～2.2 B

ふげん放水口 〃 13.09.10 － － － － － － － 1.3～1.9 D

白木 もんじゅ放水口 〃 13.08.06 － － － 1.4 － － － 1.1～2.2 D

白木漁港 〃 〃 － － － － － － － 1.1～1.7 D

美浜 １，２号放水口 〃 13.08.07 － － － 3.0 － － － ND～2.5 C

３号放水口 〃 〃 － － － － － － － ND～2.3 C

大飯 放水口 〃 13.08.06 － － － － － － － ND～2.5 C

高浜 １，２号放水口 〃 〃 － － － － － － － ND～3.1 C

３，４号放水口 〃 〃 － － － － － － － ND～2.4 C

過去実績：2010～2012年度

第１３表　核種分析結果　その８　海水

目　的　核　種 参 考 核 種 過 去 実 績
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単位：Bq/kg生

採　取 平均 平均 機

地区 採 取 地 点 種　類 部位 年月日 体長 体重 関
 22  54  58  60  131 137 106 144   7  40     60     137

Na Mn Co Co I Cs Ru Ce Be K cm ｇ Co Cs

敦賀 色ケ浜（養殖） マダイ 肉 13.09.02 － － － － ／ 0.2＊ － － － 130  37 1716 － 0.1～0.8 A

立石漁港 サザエ 除殻 13.07.01 － － － － ／ － － － 3.0 66  83 － ND～0.0 A

松島 〃 〃 13.07.02 － － － － ／ － － － 6.0 70  75 A

立石沖 〃 〃 〃 － － － － ／ － － － 4.6 94  100 B

白木 白木沖 トビウオ 全身 13.07.09 － － － － ／ 0.0 － － － 110  21 73 － 0.0～0.3 D

アジゴ崎 サザエ 除殻 13.07.05 － － － － ／ － － － 3.2 71  55 － ND～0.0 A

美浜 １，２号放水口沖 アジ 全身 〃 － － － － ／ 0.1 － － 0.4 100  8 7 － 0.0～0.1 A

３号放水口沖 サザエ 除殻 13.07.02 － － － － ／ － － － 3.4 76  60 － ND～0.1 A

１，２号放水口 〃 〃 13.07.04 － － － － ／ － － － 3.0 67  67 C

３号放水口 〃 〃 〃 － － － － ／ － － － 4.5 65  84 C

大飯 肥前（添浜） 〃 〃 13.07.08 － － － － ／ － － － 4.3 63  98 － ND～0.0 A

放水口 〃 〃 13.07.16 － － － － ／ － － － 3.2 58  72 C

高浜 三松テトラ 〃 〃 13.07.01 － － － － ／ － － － 5.5 67  101 － ND～0.1 A

内浦湾 〃 〃 13.07.03 － － － － ／ － － － 4.1 74  119 C

過去実績：2010～2012年度

（注1）実績欄の値は、地区毎の魚、貝、藻別にまとめて求めたものである。付帯データのうち体長は全長、重量は全身または殻込み

　　　の重量である。各放水口は放水口付近を含む。

（注2）*：福島第一原子力発電所事故影響と考えられるCs-134が検出された。詳細はp.90のとおり。

第１５表　核種分析結果　その１０　海産食品

目　的　核　種 参考核種 天然核種 過 去 実 績
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単位：Bq/kg生

採　取 機

地区 採　取　地　点 種　類 年月日 関
 22  54  58  60  131 137 106 140 144   7  40     60     137

Na Mn Co Co I Cs Ru Ba Ce Be K Co Cs

敦賀 ２号放水口 ホンダワラ 13.08.06 － － － － － － － － － 7.0 410  － － B

〃 〃 13.09.09 － － － － － － － － － 6.7 320  A

ふげん放水口 〃 13.07.09 － － － － － － － － － 5.1 390  － － D

〃 〃 13.09.09 － － － － － － － － － 3.1 290  A

白木 松ケ崎 〃 13.07.09 － － － － － － － － － 15  190  － ND～0.1 D

〃 〃 13.09.02 － － － － － 0.1 － － － 14  230  A

美浜 １，２号放水口 〃 13.07.04 － － － － － － － － － 5.8 460  － ND～0.2 C

〃 〃 13.09.09 － － － － － 0.1 － － － 14  320  A

３号放水口 〃 13.07.04 － － － － － － － － － 3.0 290  － ND～0.1 C

〃 〃 13.09.09 － － － － － － － － － 6.2 330  A

大飯 放水口 〃 13.07.02 － － － － － － － － － 6.8 240  － － C

台場浜 〃 13.09.03 － － － － － － － － － 13  270  － － A

高浜 ３，４号放水口 〃 13.07.03 － － － － － － － － － 11  220  － ND～0.1 C

神野浦 〃 13.09.03 － － － － － 0.1 － － － 7.1 280  － ND～0.1 A

音海 〃 13.07.03 － － － － － － － － － 2.1 260  － － C

貯木場 〃 〃 － － － － － － － － － 1.9 280  － － C

へたケ崎 〃 13.09.03 － － － － － － － － － 10  250  － － A

対照 福井市小丹生町 〃 13.07.02 － － － － － － － － － 8.2 290  － － A

過去実績：2010～2012年度

（注）ホンダワラは除根試料を分析した。

第１６表　核種分析結果　その１１　指標海産生物

目　的　核　種 参 考 核 種 天然核種 過 去 実 績
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単位:浮遊じん(mBq/m
3
)､降下物(Bq/m

2
)､陸水･海水(mBq/ℓ)､その他(Bq/kg)

今期 10～12年度 今期 10～12年度 今期 10～12年度

浮遊じん － ND～0.8 － ND～0.7 － ND～0.8

陸水 － － － － － －

陸土 8.5～16 7.5～28  1.5 0.9～1.9 4.6 2.5～5.4

原乳 ／ ／ ／ ／ － － 
*

指標植物 ND～0.2 ND～0.6 ND～0.1 ND～0.7 ND～0.4 ND～0.6

松葉 － ND～1.3 － ND～1.5 ／ ND～1.3

降下物 － ND～14  － ND～9.8 － ND～15  

海水 ND～1.9 ND～2.2 ND～1.4 1.1～2.2 ND～3.0 ND～2.5

海底土 ND～1.4 ND～3.3 － － ND～6.3 ND～9.7

海産食品（魚類） 0.0～0.2 ND～0.8 0.0 0.0～0.3 0.1 0.0～0.1

　　〃　（貝類） － ND～0.0 － ND～0.0 － ND～0.1

　　〃　（藻類） ／ ND～0.1 ／ ND～0.1 ／ －

指標海産生物 － ND～0.1 ND～0.1 ND～0.1 ND～0.1 ND～0.2

今期 10～12年度 今期 10～12年度 今期 10～12年度

浮遊じん － ND～0.5 － ND～0.5 － ND～0.1

陸水 － － － － － －

陸土 3.8 2.4～69 7.5 3.6～9.0 ／ 3.0～13

原乳 ／ ／ ／ ／ － ND～0.1

指標植物 ND～0.1 ND～0.6 ND～0.1 ND～1.4 ND～0.1 ND～0.7

松葉 ／ ND～1.5 ／ ND～2.4 ／ ND～1.5

降下物 － ND～24  － ND～36  － ND～23  

海水 － ND～2.5 － ND～3.1 ／ ND～2.5

海底土 － ND～3.9 0.7～1.7 ND～2.7 ／ ／

海産食品（魚類） ／ ND～0.2 ／ 0.0～0.3 ／ 0.1～0.3

　　〃　（貝類） － ND～0.0 － ND～0.1 ／ －

　　〃　（藻類） ／ ND～0.0 ／ － ／ －

指標海産生物 － － ND～0.1 ND～0.1 － －

　　　 ある。

       ／は調査対象外を示す。

（注3）*: 今年度から採取地点を変更したため過去実績が無い。

　　　　地　区
試　料

大　飯 高　浜 対　照

（注1）実績欄の値は対象となる試料の過去３ヵ年全ての測定結果を地区毎に集計したもので

（注2）－またはＮＤは「検出されず」を、0.0は0.05未満で検出限界値以上の測定値を示す。
　　　 10～12年度の欄で、－と記したものは検出実績が１例もないものである。

（参考）今期のセシウム－１３７分析結果

　　　　地　区
試　料

敦　賀 白　木 美　浜
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単位：Bq/ℓ

地区 採　取　地　点 種　　　類 採取年月日 放射能濃度 過 去 実 績 機関

敦賀 浦底（水試） 水道水 13.09.04 0.7 0.6～1.1 A

浦底（明神寮） 〃 13.07.01 1.1 0.9～1.1 B

白木 白木（民家） 〃 13.08.07 0.8 ND～1.5 D

〃 13.09.02 － A

美浜 丹生（漁協飼料保管解凍施設横） 〃 13.08.01 1.2 1.0～1.4 C

丹生（民家） 〃 13.09.04 0.9 0.8～1.3 A

大飯 宮留（民家） 〃 13.08.02 0.7 ND～1.0 C

〃 13.09.03 0.6 A

高浜 音海（民家） 〃 13.09.03 0.9 ND～1.1 A

小黒飯（民家） 〃 13.08.02 0.8 0.4～0.8 C

神野浦（民家） 〃 13.08.02 0.7 0.6～0.8 C

対照 原目町（福井分析管理室） 〃 13.09.05 0.5 ND～0.6 A

過去実績：2010～2012年度

（注）計数値が計数誤差の３倍未満の場合は、検出されず（－、またはND）とした。

第１７表　　トリチウム分析結果　その１　陸水
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単位：Bq/ℓ

地区 採　取　地　点 種　　　類 採取年月日 放射能濃度 過 去 実 績 機関

敦賀 敦賀発電所２号放水口 海水 13.08.06 1.0 ND～50  B

ふげん放水口 〃 13.08.06 1.2 ND～38  B

〃 13.09.10 1.3 D

敦賀発電所２号・ふげん放水口周辺 〃 13.08.06 0.7 ND～5.2 ＊ B

白木 もんじゅ放水口 〃 13.08.06 0.8 ND～1.3 D

もんじゅ放水口周辺 〃 13.08.06 0.5 ND～1.2 ＊ D

美浜 美浜発電所１，２号放水口 〃 13.08.07 0.6 ND～11  C

美浜発電所３号放水口 〃 13.08.07 0.6 ND～11  C

美浜発電所放水口周辺 〃 13.08.07 0.5 ND～7.8 ＊ C

大飯 大飯発電所放水口 〃 13.08.06 1.3 ND～2.1 C

大飯発電所放水口周辺 〃 13.08.06 2.9 ND～1.5 ＊ C

高浜 高浜発電所１，２号放水口 〃 13.07.03 － ND～4.5 C

〃 13.08.06 1.7

高浜発電所３，４号放水口 〃 13.07.03 － ND～11  C

〃 13.08.06 1.2

高浜発電所放水口沖 〃 13.07.03 － ND～6.8 C

〃 13.08.06 1.6

高浜発電所放水口周辺 〃 13.08.06 1.6 ND～10 ＊ C

過去実績：2010～2012年度

（注）＊：2011年度より測定を開始したため、過去実績は2011～2012年度となっている。

第２０表　　トリチウム分析結果　その４　海水
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４－１ 各発電所の運転実績 

                              2013 年 ７月～９月 

 

  施 設 名 

発電電力量 

（ＭＷＨ） 

最大電力 

（ＭＷ） 

稼働率 

（％） 

発電日数 

（日） 

日本原電㈱ 敦賀発電所  １号機       ０    ０  ０   ０ 

 ２号機 ０ ０   ０   ０ 

日本原子力研究 

 開発機構 

高速増殖炉原型炉 

  もんじゅ 
     （０）  （０） （０）   (０) 

 

関西電力㈱ 美浜発電所 

 １号機       ０    ０  ０   ０ 

 ２号機 ０ ０ ０ ０ 

 ３号機 ０ ０ ０ ０ 

 

関西電力㈱ 大飯発電所 

 １号機 ０ ０ ０ ０ 

 ２号機 ０ ０ ０ ０ 

 ３号機 １８．２×１０５ １２１３ ６９．５   ６４ 

 ４号機 ２２．０×１０５ １２１２ ８３．７ ７７ 

 

関西電力㈱ 高浜発電所 

 １号機 ０ ０ ０ ０ 

 ２号機 ０ ０ ０ ０ 

 ３号機 ０ ０ ０ ０ 

 ４号機 ０ ０ ０ ０ 

（ ）内は、試運転中の実績である。 
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４－２ (1)原子炉廃止措置研究開発センター（ふげん）廃止措置作業状況 

 
2013 年9 月末現在 

区分 年月日 概要説明 

廃止措置 

08. 02.12～ 

 

09. 02.16～ 

 

12. 02.27～ 

 

12.10.17～ 

 

13.07.25～ 

 

 

13.08.26～ 

 

13.08.30～ 

廃止措置作業中 

 

カランドリアタンクおよび重水冷却系のトリチウム除去作業中 

 

重水浄化系のトリチウム除去作業中 

 

重水搬出準備作業中 

 

原子炉補助建屋内計装機器・配管、原子炉建屋内ドレン配管等の残

留重水回収作業中 

 

劣化重水貯槽、重水貯槽等のトリチウム除去作業中 

 

Ｂ復水器下部内部構造物の解体撤去作業中 

定期検査 
 

13.09.01～ 

 

第26回定期検査作業中 
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４－２ (2)高速増殖原型炉もんじゅの試験進捗状況 

 

 試験進捗状況                               2013年9月末現在 

区 分 年 月 日 概要説明 進捗率(%) 

性能試験 

10. 5. 6～ 

 

 

 

12. 4. 2～ 

性能試験中（原子炉停止中） 

 

 

 

設備保全対策実施中 

１０* 

 

   *：本格運転開始までに実施される性能試験の試験項目数を考慮し算出したもの。 

    ２０１０年５月６日の性能試験再開以降の進捗率である。 
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2013年7月～9月

期　間 平均濃度 放出量 平均濃度 放出量

Bq/cm3 Bq Bq/cm3 Bq

７　月 － － 1.1E-02 4.7E+10

敦賀発電所 ８　月 － － 7.8E-03 3.4E+10

９　月 － － 8.1E-04 3.4E+09

３カ月 － － 6.5E-03 8.4E+10

７　月 － － 1.5E-01 1.5E+11

ふげん ８　月 － － 6.3E-02 7.7E+10

９　月 － － 1.5E-01 1.8E+11

３カ月 － － 1.2E-01 4.0E+11

７　月 － － 9.1E-06 3.0E+07

高速増殖原型炉 ８　月 － － 8.1E-06 2.6E+07

　もんじゅ ９　月 － － 1.1E-05 2.9E+07

３カ月 － － 9.2E-06 8.5E+07

７　月 － － 9.0E-03 5.1E+11

美浜発電所　 ８　月 － － 5.6E-03 3.2E+11

１，２号機 ９　月 － － 4.3E-03 2.3E+11

３カ月 － － 6.4E-03 1.1E+12

７　月 ／ ／ ／ ／

美浜発電所　 ８　月 ／ ／ ／ ／

３号機*
９　月 ／ ／ ／ ／

３カ月 ／ ／ ／ ／

７　月 － － 7.8E-03 8.3E+11

大飯発電所　 ８　月 － － 3.3E-03 3.5E+11

１，２号機 ９　月 － － 1.1E-03 1.1E+11

３カ月 － － 4.1E-03 1.3E+12

７　月 － － 2.0E-02 9.3E+12

大飯発電所　 ８　月 － － 2.9E-02 1.4E+13

３，４号機 ９　月 － － 6.2E-02 1.4E+13

３カ月 － － 3.2E-02 3.7E+13

７　月 － － 8.0E-03 5.1E+11

高浜発電所　 ８　月 － － 7.4E-04 4.7E+10

１，２号機 ９　月 － － 7.4E-04 4.6E+10

３カ月 － － 3.2E-03 6.0E+11

７　月 － － 2.4E-03 2.5E+11

高浜発電所　 ８　月 － － 3.3E-03 1.9E+11

３，４号機 ９　月 － － 5.6E-03 3.1E+11

３カ月 － － 3.4E-03 7.5E+11

（注）液体廃棄物は、放水口ごとに集計している。ふげん発電所の放射性廃棄物実績については、

　　　重水精製施設からの放出量も含めて記載した。

（注）敦賀発電所の液体廃棄物放出量については、雑固体減容処理設備からの放出も含まれている。

（注）加圧水型を含む各発電所の液体廃棄物のトリチウムは、２次系から放出された物を含め

　　　て集計している。

*：美浜3号機の定期検査に伴い、連絡配管により美浜1、2号機放水口から放出した。（7/1～9/30）

４－５　　各発電所の放射性廃棄物放出実績（液体廃棄物）

区分

施設

トリチウムを除く液体廃棄物 トリチウム
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2013年7月～9月 単位：％

   22    51    54    59    58    60    131    134    137

期　間 Na Cr Mn Fe Co Co I Cs Cs その他

７　月 ／ － － － － － － － － －

敦賀発電所 ８　月 ／ － － － － － － － － －

９　月 ／ － － － － － － － － －

３カ月 ／ － － － － － － － － －

７　月 ／ － － － － － － － － －

ふげん ８　月 ／ － － － － － － － － －

９　月 ／ － － － － － － － － －

３カ月 ／ － － － － － － － － －

７　月 － － － － － － － － － －

高速増殖原型 ８　月 － － － － － － － － － －

炉　もんじゅ ９　月 － － － － － － － － － －

３カ月 － － － － － － － － － －

７　月 ／ － － － － － － － － －

美浜発電所　 ８　月 ／ － － － － － － － － －

１，２号機 ９　月 ／ － － － － － － － － －

３カ月 ／ － － － － － － － － －

７　月 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

美浜発電所　 ８　月 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

３号機*
９　月 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

３カ月 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

７　月 ／ － － － － － － － － －

大飯発電所　 ８　月 ／ － － － － － － － － －

１，２号機 ９　月 ／ － － － － － － － － －

３カ月 ／ － － － － － － － － －

７　月 ／ － － － － － － － － －

大飯発電所　 ８　月 ／ － － － － － － － － －

３，４号機 ９　月 ／ － － － － － － － － －

３カ月 ／ － － － － － － － － －

７　月 ／ － － － － － － － － －

高浜発電所　 ８　月 ／ － － － － － － － － －

１，２号機 ９　月 ／ － － － － － － － － －

３カ月 ／ － － － － － － － － －

７　月 ／ － － － － － － － － －

高浜発電所　 ８　月 ／ － － － － － － － － －

３，４号機 ９　月 ／ － － － － － － － － －

３カ月 ／ － － － － － － － － －
*：美浜3号機の定期検査に伴い、連絡配管により美浜1、2号機放水口から放出した。（7/1～9/30）

４－６　　各発電所の液体廃棄物中の核種存在比

核種

施設
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（液体廃棄物中のストロンチウム－８９、９０）      

                                           2013 年 7 月 ～9 月 

             区   分 

             

施   設        

ストロンチウム－８９ ストロンチウム－９０ 

平均濃度 

（Bq/cm３） 

放出量 

（Bq） 

平均濃度 

（Bq/cm３） 

放出量 

（Bq） 

 敦 賀 発 電 所 ─ ─ ─ ─ 

 ふ げ ん ─ ─ ─ ─ 

 高速増殖炉原型炉もんじゅ ─ ─ ─ ─ 

 美浜発電所１・２号機  ─ ─ ─ ─ 

    〃   ３ 号 機＊ ／ ／ ／ ／ 

 大飯発電所１・２号機  ─ ─ ─ ─ 

    〃   ３ ・ ４ 号 機 ─ ─ ─ ─ 

 高浜発電所１・２号機  ─ ─ ─ ─ 

    〃   ３ ・ ４ 号 機 ─ ─ ─ ─ 
 
＊：美浜 3 号機の定期検査に伴い、連絡配管により美浜 1、2 号機放水口から放出した。（7/1～9/30) 
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付録２ 

 

環境放射線モニタリング指針による線量の推定と評価法 

 

 原子力発電所周辺住民等の健康・安全を確保することの担保として、周辺監視区域外における線量

限度（実効線量について１mSv/年）を十分下回っていることを確認するため線量の推定・評価を行う。 

 線量の推定・評価は、「環境放射線モニタリング指針（平成２０年３月、原子力安全委員会）」に

基づき、｛１年間の外部被ばくによる実効線量｝と｛１年間の飲食物等の摂取からの内部被ばくによ

る預託線量｝に分けて別々に算定し、その結果を総合することによってなされる。 

  ｛１年間の外部被ばくによる実効線量｝は、積算線量計等のデータから算定する。 

 ｛１年間の内部被ばくによる預託実効線量｝は飲食物等の中の主要放射性核種の濃度と摂取量等に

基づいて算定する。なお、必要に応じて放射性ヨウ素による甲状腺に対する等価線量を算定するもの

とする。 

  ここでは、環境放射線および環境試料の放射能の測定値からの線量評価法を紹介する。 

 

１ 外部被ばくによる実効線量 

 空間放射線からの外部被ばくによる実効線量は、積算線量または空間放射線量率の測定データを解

析して算定される。 

 積算線量は、その場の空間放射線量を一定期間積算したものであり、平常値と比較することにより

原子力施設からの寄与を評価することが可能である。また、空間放射線量率のデータは、時々刻々の

放射線レベルの変動パターンや、また場合によってはエネルギー情報も与えるので、それらを解析す

ることによって施設からの寄与をかなり良く弁別することが可能である。 

 以上の解析結果から実効線量〔単位：ミリシーベルト(mSv）〕の推定値を求めるには、原則として、

空気カーマ（単位mGy)に0.8を乗ずることとする。ただし、緊急事態発生時の第１段階モニタリングに

おいては１mGy=１ｍSvとする。 

 

２ 内部被ばくによる預託実効線量 

 「環境放射線モニタリング指針（平成２０年３月、原子力安全委員会）」に従い、内部被ばくによ

る預託実効線量は、標準的な飲食物摂取および呼吸摂取モデル注１）を仮定して、表－１の値を用いて、

飲食物および大気中の放射能濃度から次式により算出する。 

 

 預託実効線量(mSv) ＝〔換算係数・表－1 の値(mSv/Bq)〕 

          ×〔年間の核種摂取量(Bq)〕×〔市場希釈係数〕×〔調理等による減少補正〕 

                         ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 市場希釈係数、調理等による減少補正は必要があれば行う。 

 
 

（注1) 通常の食品摂取モデルとして成人が１日当りに摂取する食品の量を、葉菜100g､牛乳0.2 ℓ ､魚200g､ 

無脊椎動物20g､海藻類40gとし、呼吸率は 22.2 ℓ /日、飲料水の摂取量は 2.65 ℓ /日としている。 
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 平常時においては、環境中の放射能レベルは急激に変化することはないので、米のように一時期に

収穫したとしても年間を通じて保存、摂取するものについては年間の核種摂取量は次式を用いて計算

して良い。 

 

 年間の核種摂取量＝〔環境試料中の年間平均核種濃度〕×〔その飲食物等の年間摂取量〕・・・２ 

 

また、対象とする時期（収穫時期等）が限られ、保存のきかない食品等については次式を用いる。 

 

 年間の核種摂取量＝〔環境試料中の対象期間内平均核種濃度〕×〔その飲食物の毎日摂取量〕 

           ×〔対象期間内摂取日数〕              ・・・・・・・３ 

 

 放射能レベルが毎日変動するようなもので、毎日の核種濃度が求められるか、それに近いデータが

得られる場合には、次式を用いる。 

 

 年間の核種摂取量＝Σ[(環境試料中の毎日の核種濃度) × (その飲食物の毎日摂取量)]・・・・４ 

 

 

 放射性ヨウ素については、表－２より、年齢に応じた適切な実効線量係数を用いる。なお、原則と

して甲状腺等の預託等価線量は平常時のモニタリングにおいては算定の必要はないが、算定の必要が

生じた場合には、表－３の数値を用いて、上記と同様の方法で計算できる。 

 

 計算に必要な「換算係数」等を次頁に示す。これらの表の値は、「環境放射線モニタリング指針（平

成２０年３月、原子力安全委員会）」から引用したものである。 
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表－１ １Bqを経口または吸入摂取した場合の成人の実効線量係数 

                                                 （mSv/Bq) 

   核  種     経 口 摂 取                  吸 入 摂 取        

  Ｈ － 3     4.2  ×  10  －８  （有機物）      2.6  ×  10  －７  （エアロゾル） 

    1.8  ×  10  －８  （水）      1.8  ×  10  －８  （水） 

  Ｃ － 14     5.8  ×  10  －７  （有機物）      5.8  ×  10  －６  （エアロゾル） 

     6.2  ×  10  －9  （二酸化物） 

  Na － 22    3.2 ×  10  －６  ＊１        2.0  ×  10  －６  ＊１ 

  Cr － 51       3.8  ×  10  －８            3.7  ×  10  －８   

  Mn － 54       7.1  ×  10  －７        1.5  ×  10  －６ 

  Fe － 59       1.8  ×  10  －６        4.0  ×  10  －６ 

  Co － 58       7.4  ×  10  －７        2.1  ×  10  －６ 

  Co － 60       3.4  ×  10  －６          3.1  ×  10  －５ 

  Zn － 65       3.9  ×  10  －６        2.2  ×  10  －６ 

  Sr － 89       2.6  ×  10  －６        7.9  ×  10  －６ 

  Sr － 90       2.8  ×  10  －５            1.6  ×  10  －４ 

  Zr － 95       9.5  ×  10  －７        5.9  ×  10  －６ 

  Nb － 95       5.8  ×  10  －７        1.8  ×  10  －６ 

 Ru －103    7.3  ×  10  －7     3.0  ×  10  －6 

  Ru －106       7.0  ×  10  －６        6.6  ×  10  －５ 

  Ｉ －129    7.2 ×  10  －５  ＊２        6.6  ×  10  －５  ＊２ 

  Ｉ －131    1.6 ×  10  －５   ＊２     1.5  ×  10  －５    ＊２ 

  Ｉ －133    3.1 ×  10  －６  ＊２        2.9  ×  10  －６    ＊２ 

  Cs －134       1.9  ×  10  －５        2.0  ×  10  －５ 

  Cs －137       1.3  ×  10  －５        3.9  ×  10  －５ 

  Ba －140       2.6  ×  10  －６        5.8  ×  10  －６ 

  La －140       2.0  ×  10  －６        1.1  ×  10  －６ 

  Ce －144       5.2  ×  10  －６        5.3  ×  10  －５ 

  Ra －226       2.8  ×  10  －４        9.5  ×  10  －３ 

  Th －232       2.3  ×  10  －４        1.1  ×  10  －１ 

  Ｕ －235       4.7  ×  10  －５        8.5  ×  10  －３ 

  Ｕ －238       4.5  ×  10  －５        8.0  ×  10  －３ 

  Pu －238    2.3 ×  10  －４               1.1  ×  10  －１       

  Pu －239    2.5 ×  10  －４               1.2  ×  10  －１       

「環境放射線モニタリング指針」（平成20年3月、原子力安全委員会）解説、表Ｉ－１による。 

 表の値はICRPから出版されているCD-ROM(The ICRP Database of Dose Coefficients: Workers and

  Members of the Public(Version One.1999))に含まれているPublication72から抜粋したものであ

り、化学形等によって複数の値が示されている核種については、そのうちの一番大きな値とし、粒子

状のものについては粒子径を1μmとした。 

 本表にはH-3、C-14など化学形等により実効線量係数の値が数桁に及ぶ範囲で大きく異なる核種も含

まれている。したがって、その分析方法等から化学形等が明らかな場合には、Publication68、71、7

2などから当該化学形等に相当する実効線量係数を使用すべきである。 

*1：文部科学省告示別表第２より引用した。 

*2：ICRP Publication66などのモデルを基に摂取されたヨウ素が体液中から甲状腺へ達する

割合を0.2として計算した値である。 
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表－２ １Bqの放射性ヨウ素を経口又は吸入摂取した場合の幼児及び乳児の実効線量係数 

                                                （mSv/Bq) 
      
     核種 

     経 口 摂 取                  吸 入 摂 取        
 
      幼児 

 
     乳児 

 
      幼児 

 
      乳児 

   Ｉ － 131    7.5×10－５     1.4×10－４    6.9×10－５     1.3×10－４ 

   Ｉ － 133   1.7×10－５     3.8×10－５    1.6×10－５     3.5×10－５ 

  ＊：「発電用軽水型原子炉施設周辺の線量目標値に関する評価指針」（原子力安全委員会、平成13

年3月）による。 

 ＊：放射性ヨウ素による、年齢に応じた（幼児（～４才）、乳児（～１才））実効線量を算定する

際に用いる 

 

表－３ １Bqの放射性ヨウ素を経口又は吸入摂取した場合の成人、幼児及び乳児の甲状腺の 

     等価線量に係る線量係数 

                                               （mSv/Bq) 
      
     核種 

     経 口 摂 取                  吸 入 摂 取        
 
   成人 

 
   幼児 

 
   乳児 

 
   成人 

 
   幼児 

 
   乳児 

   Ｉ － 131  3.2×10－４  1.5×10－３  2.8×10－３  2.9×10－４  1.4×10－３  2.5×10－３ 

   Ｉ － 133  5.9×10－５  3.3×10－４  7.3×10－４  5.5×10－５  3.0×10－４  6.8×10－４ 

 本表の値はICRP Publication 66などのモデルを基に摂取されたヨウ素が体液中から甲状腺へ達す

る割合を0.2、化学形を元素状として計算した値である。 

                               

 

  なお、環境試料の放射性核種濃度の測定結果に目安を与えるために、摂取量データを用い、〔１年

間連日摂取することによって、成人の預託実効線量が年間0.05ミリシーベルト(mSv) となる各種環境

試料中の濃度〕の計算結果の代表例を表－４、表－５に示す。 

 

 

 

表－４ 成人の預託実効線量が0.05mSv となる食品中の核種濃度 

                                    単位：Bq/kg 生 

          魚 類        無 脊 椎 動 物        E  海 藻         葉 菜      

    ２２Ｎａ      210        2,100      1,100       860 

    ５４Ｍｎ      960        9,600      4,800    3,900 

    ５８Ｃｏ      930        9,300      4,600    3,700 

    ６０Ｃｏ      200     2,000    1,000       810 

    ９０Ｓｒ      25        250       120        98 

   １３７Ｃｓ     53        530       260          210 

   ２３９Ｐｕ      2.7     27     14      11 

     ３Ｈ      16,000    160,000      82,000     33,000 

  摂 取 量      E A      200g/日      20g/日      40g/日      100g/日 

（注1）葉菜の３H以外の除染係数を0.5 とし、海藻、葉菜の保存後の減衰は考慮しなかった。 

（注2）この表のトリチウム（３Ｈ）濃度は、表Ⅴ－１の有機物の実効線量係数である 

    4.2×10－８(mSv/Bq)で計算した。 
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表－５ 成人の預託実効線量が0.05mSv となる飲料水および大気中核種濃度 

                                                 

         飲 料 水 （ ｍ Ｂ ｑ /ℓ ） 大気 ( ｍＢｑ/ｍ３) 

    ２２Ｎａ               16,000              3,100 

    ５４Ｍｎ               73,000              4,100 

    ５８Ｃｏ               70,000              2,900 

    ６０Ｃｏ            15,000                  200 

    ９０Ｓｒ             1,800                    39 

   １３７Ｃｓ            4,000                   160 

   ２３９Ｐｕ              210                    0.051 

     ３Ｈ         2,900,000                    340,000 

  摂 取 量      E A         2.65 ℓ  ／日             22.2 m３  ／日 

（注）この表のトリチウム濃度は表-1のトリチウム水の実効線量係数、1.8×10－８ (mSv/Bq)で 

   計算した値を示した。 
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付録３
東北地方太平洋沖地震に伴う福島第一原子力発電所事故に関連した放射能調査

    平成25年第２四半期に実施した定期調査において、福島第一原子力発電所事故起因核種とし
　て検出されているセシウム-134については、セシウム－134が海水試料においてのみ 参考核種
　とされているが、それ以外の試料については記載がないため、本付録にて結果の収録を行う。

単位：Bq/kg生

採　取 事故前過去実績 機

地区 採 取 地 点 種　類 部位 年月日 関

 　137  　134    　　 137    　　 134    　　 137

Cs Cs Cs Cs Cs

敦賀 色ケ浜（養殖） マダイ 肉 13.09.02 0.2 0.1 ND～0.8 ND～0.5 ND～0.2 A

過去実績：2010～2012年度

（注）実績欄の値は、地区毎にまとめて求めたものである。 事故前過去実績：2008～2010年度

（2011年3月11日以前）

第１表　核種分析結果　海産食品（魚）

検出人工核種 過 去 実 績
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